
詳しくは
議会 HP へ

議
員
が

注
目
の

議
案
！

「
子
育
て
・
交
流
テ
ラ
ス
わ
っ
こ
」
の

運
営
に
関
す
る
条
例
を
制
定

24
議
案
を
審
議

全
議
案
を
原
案
通
り
可
決

　

新
施
設
「
子
育
て
・
交
流
テ
ラ
ス
わ
っ

こ
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
「
ぽ
け
っ
と
」
の
機

能
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
子
ど
も
が
健
や
か
に

育
つ
こ
と
が
で
き
る
場
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
幅
広
い
年
代
の
誰
も
が
利
用
し
、

交
流
す
る
こ
と
が
で
き
る
居
場
所
と
し
て

運
営
さ
れ
ま
す
。
施
設
の
利
用
料
は
無
料

で
す
が
、
行
事
や
講
座
な
ど
の
場
合
、
必
要

に
応
じ
て
実
費
を
徴
収
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
利
用
す
る
際
は
、
０
歳
か
ら
18
歳
ま

で
が
事
前
登
録
、
18
歳
以
上
は
急
な
来
館

で
も
そ
の
場
で
登
録
が
可
能
で
す
。

　

職
員
が
館
内
全
体
を
見
渡
せ
る
構
造
に

な
っ
て
お
り
、
利
用
者
の
安
全
面
に
も
配

慮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ぽ
け
っ
と
廃
止
後
の
建
物
活
用
に
つ
い

て
は
、「
ぽ
け
っ
と
後
利
用
検
討
会
議
」
で

検
討
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
本
会
議
で
は
、「
ぽ
け
っ
と
後
利
用
の
検

討
は
今
も
継
続
中
で
、
子
育
て
支
援
の
役

割
を
残
す
べ
き
と
の
声
も
あ
る
。
利
用
の

内
容
が
決
定
し
た
後
の
条
例
廃
止
と
す
べ

き
で
あ
り
反
対
」、「
現
行
条
例
は
設
置
と

管
理
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
子
育
て
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
が
閉
鎖
さ
れ
れ
ば
存
在

意
義
を
失
い
、
条
例
は
当
然
廃
止
と
な
る

た
め
賛
成
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
度

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

２
年
連
続
の
黒
字
決
算

　
黒
字
は
年
度
途
中
で
の
高
所
得
者
の
国
保

加
入
や
、
加
入
者
の
所
得
が
増
加
し
税
収

子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
運
営
を

　

生
活
文
教
常
任
委
員
会
で
は
、「
地
域
に

密
着
し
た
施
設
に
期
待
す
る
が
、
単
に
利
用

対
象
を
広
げ
る
だ
け
で
な
く
、
年
齢
、
障
が

い
、
家
庭
環
境
に
関
わ
ら
ず
安
心
で
き
る
運

営
が
重
要
。
小
中
高
生
の
利
用
が
想
定
さ

れ
て
い
る
が
、
単
に
施
設
を
利
用
す
る
対
象

と
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
達
自
身
の

声
を
聞
き
な
が
ら
施
設
運
営
す
る
こ
と
を
期

待
し
賛
成
」
と
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

子
育
て
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　
（
ぽ
け
っ
と
）
条
例
を
廃
止

　
「
ぽ
け
っ
と
」の
機
能
を「
子
育
て・交
流
テ
ラ

ス
わ
っ
こ
」へ
移
し
、現
行
施
設
を一
旦
リ
セ
ッ

ト
す
る
た
め
、現
行
条
例
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

が
増
え
た
こ
と
が
要
因
で
す
。
余
剰
金
を
国

保
財
政
調
整
基
金
へ
２
０
０
０
万
円
積
み
立

て
る
こ
と
が
で
き
、
現
在
の
基
金
残
高
は
約

３
０
０
３
万
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

収
益
確
保
で
大
き
な
努
力

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
ハ
イ
ム
天
白
）

決
算
は
、
ロ
ン
グ
は
、
Ｒ
７
年
度
か
ら
２
床

増
の
58
床
で
運
営
。
入
院
に
よ
る
空
床
は

引
き
続
き
多
く
、
空
床
率
は
10
・
９
％
で
す

が
、
職
員
の
満
床
運
営
の
努
力
に
よ
り
前
年

度
よ
り
改
善
し
て
い
ま
す
。
収
支
不
足
を
補

う
た
め
の一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
は
、
約

５
５
６
７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ハ
イ
ム
天
白
は
自
治
体
が
運
営
す
る
県

内
唯
一
の
特
養
で
、
利
用
者
や
ご
家
族
に

と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
施
設
で
す
。
国

が
定
め
る
介
護
報
酬
が
少
な
い
中
、
施
設

の
運
営
に
職
員
の
皆
さ
ん
に
は
大
変
努
力

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
火
災
受
信

機
の
老
朽
化
に
よ
る
修
繕
費
用
約
27
万
円
。

矢
木
町
に
あ
る
民
間
保
育
所
た
ん
ぽ
ぽ
保

育
園
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
対
す
る
補
助
金
約

13
万
円
。
生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
に
対

す
る
補
助
金
の
申
請
が
増
え
た
た
め
45
万

円
増
額
、
水
道
基
本
料
金
１
期
分
の
減
免

約
１
８
７
１
万
円
な
ど
が
主
な
内
容
で
す
。

下
諏
訪
駅
舎
お
よ
び
駅
周
辺
の
改
良

工
事
に
係
る
設
計
委
託
料
を
可
決

　

下
諏
訪
駅
を
起
点
と
す
る
町
内
の
回
遊

性
向
上
を
目
的
と
し
た
駅
舎
改
良
工
事
の

実
施
設
計
を
行
う
も
の
で
、
委
託
料
は

４
９
５
万
円
。

　
本
計
画
は
Ｒ
５
年
９
月
か
ら
下
諏
訪
駅
周

辺
の
賑
わ
い
の
創
出
や
地
域
の
活
性
化
を
図

る
た
め
下
諏
訪
町
駅
周
辺
活
性
化
検
討
会
で

検
討
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
検
討

会
は
少
子
化
や
高
齢
化
が
進
み
空
き
家
や
空

き
店
舗
が
増
加
す
る
中
、
当
時
は
コ
ロ
ナ
禍

な
ど
も
重
な
り
地
域
経
済
を
活
性
化
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

Ｒ
６
年
度
に
駅
舎
改
修
に
関
す
る
一
定

の
方
向
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
駅
舎
だ

け
で
な
く
そ
の
周
辺
を
含
め
た
検
討
や
、

並
行
し
て
進
め
ら
れ
て
い
る
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
策
定
事
業
と
の
整
合
を
図
っ
て
い

ま
す
。
駅
前
の
広
場
、
特
に
送
迎
ス
ペ
ー

ス
は
朝
夕
の
通
勤
通
学
の
時
間
帯
は
混
雑

実
施
設
計
を
担
っ
て
い
た
だ
い
た
長
野
県

建
築
士
会
ヘ
リ
テ
ー
ジ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
協

議
会
に
分
割
発
注
と
す
る
設
計
見
直
し
を

お
願
い
し
、
９
月
９
日
に
行
わ
れ
た
事
後

審
査
型
一
般
競
争
入
札
に
お
い
て
入
札
参

加
者
４
社
に
よ
る
入
札
の
結
果
、
耐
震
改

修
工
事
に
係
る
落
札
候
補
者
を
決
定
し

９
月
15
日
に
仮
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

「
耐
震
化
部
分
」
の
工
期
は
議
決
の
日
か

ら
工
事
完
了
を
Ｒ
９
年
１
月
15
日
ま
で
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

　
切
り
分
け
を
し
た
「
活
用
に
係
る
部
分
」

に
つ
い
て
12
月
定
例
議
会
に
増
額
と
な
る

工
事
の
補
正
予
算
を
上
程
し
、
そ
の
後
Ｒ

９
年
３
月
定
例
議
会
で
請
負
業
者
の
契
約

案
件
を
上
程
、
議
決
後
に
工
事
着
手
と
い

う
計
画
で
す
。

令
和
７
年
度
下
水
道
決
算

賛
否
割
れ
る

　

下
水
道
事
業
会
計
の
決
算
で
は
、「
官

民
連
携
に
よ
る
維
持
管
理
・
更
新
手

法
＝
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
検
討
に
、

２
２
４
５
万
円
が
支
出
さ
れ
た
。
Ｒ
９
年

度
以
降
の
下
水
道
工
事
へ
の
国
支
援
に

『
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
の
決
定
』
を

条
件
に
し
、
導
入
検
討
費
用
に
対
し
全
額

補
助
を
行
う
国
の
誘
導
策
に
は
疑
問
。
極

め
て
公
共
性
の
高
い
下
水
道
事
業
へ
の
、

ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ
導
入
に
は
慎
重
を
期

す
べ
き
」
と
の
反
対
討
論
。

　
「
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
に
お
け

る
下
水
管
詳
細
カ
メ
ラ
調
査
や
、
マ
ン
ホ
ー

ル
地
震
対
策
工
な
ど
適
正
な
事
業
が
行
わ

れ
た
と
判
断
す
る
。
ウ
ォ
ー
タ
ー
Ｐ
Ｐ
Ｐ

導
入
に
つ
い
て
の
可
能
性
調
査
に
よ
り
、

年
間
約
２
０
０
万
円
の
経
費
削
減
に
つ
な

が
る
と
の
事
。
将
来
に
わ
た
り
下
水
道
事

業
を
維
持
管
理
し
て
い
く
た
め
に
は
、
そ

の
導
入
も
必
要
と
考
え
る
」
と
の
賛
成
討

論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
の
結
果
、
挙
手
多
数
に
よ
り
、
決

算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

が
激
し
く
危
険
な
状
況
も
懸
念
さ
れ
る
こ

と
か
ら
駅
舎
改
修
に
あ
わ
せ
て
駅
前
の
交

通
安
全
対
策
も
警
察
等
と
の
協
議
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
関
係
者
と
の
協
議
を
行
う

と
と
も
に
去
年
６
月
に
は
下
諏
訪
駅
周
辺

活
性
化
検
討
会
か
ら
の
提
案
を
受
け
、
改

め
て
基
本
構
想
が
整
い
ま
し
た
。

　
Ｒ
10
年
度
の
御
柱
祭
、山
出
し
、里
曳
き
、

小
宮
祭
や
、
信
州
や
ま
な
み
国
民
ス
ポ
ー

ツ
大
会
な
ど
大
型
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
、
今

後
駅
利
用
者
が
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
Ｒ
10
年
４
月
の
御
柱

祭
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
た
い
と
い
う
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

旧
矢
﨑
商
店
耐
震
改
修
工
事

請
負
契
約
締
結
を
可
決

　
契
約
の
相
手
方
は（
株
）サ
マ
デ
イ（
下
諏
訪

町
）、契
約
金
額
は
５
１
８
８
万
円（
税
込
み
）。

　

旧
矢
﨑
商
店
改
修
工
事
に
つ
い
て
、
今

年
５
月
15
日
実
施
の
入
札
結
果
が
不
調
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
空
き
家
の
活
用

事
業
と
し
て
内
示
を
受
け
て
い
る
国
庫
補

助
金
を
有
効
活
用
し
つ
つ
、「
耐
震
化
部
分
」

と
「
活
用
に
係
る
部
分
」
の
工
事
を
分
割

す
る
こ
と
で
、
耐
震
化
工
事
に
対
し
て
は

大
変
有
利
な
起
債
と
な
る
緊
急
防
災
減
災

事
業
債
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

子育てふれあいセンター旧矢﨑商店中庭よりの風景
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